
                     

■
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

　
関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
を
機

に
、
市
が
８
月
か
ら
市
内
全
戸
へ
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
「
号
外
！
　
備

え
る
。
か
わ
さ
き
」（
左
写
真
参
照
）。

そ
の
４
・
５
面
で
大
地
震
が
起
き
た
と

き
に
川
崎
市
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な

る
か
を
、
発
災
直
後
、
数
時
間
後
、
１

日
後
、
３
〜
４
日
後
の
４
段
階
に
分
け

て
想
定
し
て
い
ま
す
（
上
記
左
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
参
照
）。
各
段
階
で
の
行
政
の
主

な
取
り
組
み
や
、
家
庭
、
地
域
で
ど
の

よ
う
な
行
動
を
取
る
か
、
そ
の
た
め
に

何
を
備
え
る
か
な
ど
を
解
説
。
そ
れ
ぞ

れ
の
段
階
で
自
分
が
ど
の
よ
う
な
状
況

に
置
か
れ
、
ど
う
行
動
す
べ
き
か
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
、
備
え
へ
の
ス
タ

ー
ト
と
な
り
ま
す
。

　
特
に
大
切
な
の
は
〝
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
〞
と
い
う
意
識
。
災
害
時
に

関東大震災の翌年、大正 13（1924）年７月の川崎市役所庁舎。
応急処置でつっかえ棒が施されたまま（写真は全て川崎市提供）

は
「
誰
か
が
助
け
て
く
れ

る
」「
行
政
に
頼
れ
ば
い
い
」

と
思
い
が
ち
で
す
が
、
ど
う

し
て
も
限
界
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
昨
今
の
災
害
は
、
想
定

以
上
の
規
模
に
な
る
こ
と
も

多
く
、
夜
間
や
休
日
に
起
き

た
ら
、
行
政
が
活
動
を
開
始

す
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
地
域
で
の
協
力
も
重
要
。
自
助
、

共
助
、
公
助
の
バ
ラ
ン
ス
が
地
域
防
災

力
を
高
め
ま
す
。

　■
「
い
つ
か
起
き
る
災
害
の
た
め
の
備

蓄
」
よ
り
「
平
時
の
備
え
を
災
害
時
に

生
か
す
」
と
い
う
考
え
方
へ

　
防
災
グ
ッ
ズ
や
備
蓄
品
を
用
意
し
な

け
れ
ば
…
と
思
い
つ
つ
、
い
つ
使
う
か

分
か
ら
な
い
災
害
の
た
め
に
備
え
る
の

は
負
担
が
大
き
い
と
考
え
る
人
も
多
い

の
で
は
。

　
で
も
家
庭
内
を
見
回
す
と
、
実
は
備

え
て
い
る
つ
も
り
で
は
な
い
も
の
の
備

え
が
で
き
て
い
る
こ
と
も
。

　
例
え
ば
、
週
末
に
ま
と
め
買
い
を
す

る
家
庭
で
は
、
す
で
に
１
週
間
分
の
食

料
は
確
保
で
き
て
い
ま
す
。
防
災
の
観

点
か
ら
備
蓄
品
を
あ
と
２
、
３
日
分
買

い
足
せ
ば
、
あ
る
程
度
の
備
え
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
防
災
用
品
を
買

う
と
き
に
、
普
段
使
い
で
き
る
か
ど
う

か
で
選
ぶ
と
無
駄
も
な
く
な
り
ま
す
。

平
時
に
使
用
し
て
い
る
も
の
を
災
害
時

に
生
か
す
考
え
で
、
備
蓄
の
ハ
ー
ド
ル

が
下
が
り
ま
す
。

◇

　
川
崎
市
で
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
防
災
に
関
す
る
特
設
ペ
ー
ジ
を
設

け
、啓
発
や
情
報
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

「
関
東
大
震
災
　
特
別
対
談
」
で
検
索

か
上
記
右
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

　
問
い
合
わ
せ
　
川
崎
市
危
機
管
理
本

部
　
☎

 
０
４
４
（
２
０
０
）
０
５
１
４

関東大震災から１００年 改めて地震への備えを見直す
川崎市の取り組みと市民への呼び掛け

　多摩区内で実施。正しい防災情報
や知識を得ることができます。地域の
人と顔を合わせる機会にもなります。
ぜひ一度参加してみては。
※小雨決行。荒天中止
【市立南菅中学校会場】
（多摩区菅馬場４の１の１）
【時間】午前９時～正午
【内容】避難所運営訓練、防災啓発など 
【菅多目的広場会場】（多摩区菅野戸呂）
【時間】午前１０時４０分～１１時４０分
【内容】救出・救護訓練など

９月３日（日）市総合防災訓練

防災意識を高めることが
重要です（初期消火訓練）

「号外！ 備える。かわさき」

　今年は関東大震災から１００年の節目にあたります。川崎市で
は、この機会に改めて地震への備えを見直そうと「過去を学び、未
来に繋げる」をテーマに、さまざまな防災事業の実施や、市民への
呼び掛けを行っています。

「関東大震災１００年
 特別対談」特設ページ

「号外！ 備える。
かわさき」
４・５面
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HanaCAFE nappa69

中原区新丸子東１の983の１
　 ０４４（８７２）９２８８
　 午前11時～午後11時　　　 無休
Tel

休スタッフの皆さん

サポーターからの
応援メッセージ

川崎フロンターレ選手に届け!

nappaから
熱いエールを送ります。

がんばれ
川崎フロンターレ！

©KAWASAKI
　FRONTALE 

                     

　「
か
わ
さ
き
ジ
ャ
ズ
２
０
２
３
」

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、
ジ
ャ
ズ
ア
カ

デ
ミ
ー
の
受
講
者
募
集
中
で
す
。

　
全
３
回
で
、
会
場
は
ミ
ュ
ー

ザ
川
崎
市
民
交
流
室
。
定
員
各

１
０
０
人
。
各
回
１
５
０
０
円
。

チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
は
「
か
わ
さ
き

ジ
ャ
ズ
チ
ケ
ッ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
」

（
右
下
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
）、
ま
た

は
「
か
わ
さ
き
き
た
テ
ラ
ス
」
で
。

①
９
月
22
日
（
金
）「
白
鍵
と
黒

鍵
の
間
に
何
が
見
え
る
か
」

　
講
師
　
南
博
（
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ

ス
ト
、
作
曲
家
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

②
10
月
６
日
（
金
）「
ペ
ー
ジ
を

め
く
っ
て
ジ
ャ
ズ
を
聴
く
　
日
本

文
学
と
ジ
ャ
ズ
｜
谷
崎
潤
一
郎
か

ら
村
上
春
樹
ま
で
」

　
講
師
　
村
井
康
司
（
音
楽
評
論

家
）

③
10
月
13
日
（
金
）「
ジ
ャ
ズ
ピ

ア
ノ
の
歴
史
と
技
法
」

　
講
師
　
ミ
ハ
ウ
・
ソ
ブ
コ
ヴ
ィ

ア
ク
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

※
開
催
時
間
は
全
て
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

　 

０
４
４(

２
２
３)

８
６
２
３

か
わ
さ
き
ジ
ャ
ズ
事
務
局

音 楽

Tel

ジ
ャ
ズ
を
取
り
巻
く
文
化
を
深
堀
り

 

ジ
ャ
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
参
加
者
募
集
中

ジャズを取り巻く文化
を深堀りします

                     

                     

　
川
崎
日
航
ホ
テ
ル

階
の
ナ
ト

ゥ
ー
ラ
で
は
９
月
４
日
（
月
）
～


日
（
木
）
の
期
間
限
定
で
「
ラ

ス
ト
サ
マ
ー
ラ
ン
チ
＆
デ
ィ
ナ
ー

ブ
ッ
フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
ラ
ン
チ
（
大
人
４
５
０
０
円

ほ
か
）
の
実
演
で
は
横
浜
育
ち

の
「
は
ま
ぽ
ー
く
」
の
ミ
ニ
ス
タ

９
月
４
～
14
日
に
期
間
限
定
ブ
ッ
フ
ェ
　   

     

川
崎
日
航
ホ
テ
ル・ナ
ト
ゥ
ー
ラ

ミ
ナ
丼
を
用
意
。
デ
ィ
ナ
ー
（
同

６
５
０
０
円
ほ
か
。
月
～
木
曜
は

休
止
）
で
は
、「
国
産
牛
ロ
ー
ス

の
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ
」
や
魚
介
類

た
っ
ぷ
り
の
「
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
」、

「
骨
付
き
ラ
ム
肉
の
ペ
ッ
パ
ー
ソ

ー
ス
」、「
ミ
ニ
う
な
丼
」
な
ど
が

楽
し
め
ま
す
。

　
期
間
中
は
幼
児
無
料
。
ま
た
生

ビ
ー
ル
や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
１

杯
５
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

※
期
間
中
「
ト
ゥ
デ
イ
を
見
た
」

の
ひ
と
言
で

％
オ
フ
（
他
サ
ー

ビ
ス
と
の
併
用
不
可
）

グルメ

　 

０
４
４
（
２
２
１
）
２
１
３
４

川
崎
日
航
ホ
テ
ル
10
階
・
ナ
ト
ゥ
ー
ラ

　 

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

Tel

上質な素材を使ったホテル自慢の
料理をブッフェスタイルで

                     

　
暦
の
上
で
は
秋
で
す
が
、
残
暑

が
厳
し
く
、
ま
だ
ま
だ
暑
さ
が
続

い
て
い
ま
す
。
夜
に
な
っ
て
も
な

か
な
か
気
温
が
下
が
ら
ず
、
エ
ア

コ
ン
無
し
で
は
寝
苦
し
い
日
々
。

電
気
代
は
心
配
で
す
が
、
今
年
は

そ
う
も
言
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
体
温
が
上
が
る
と
体
は
生
理
活

動
が
難
し
く
な
る
の
で
元
の
体
温

に
戻
す
た
め
汗
を
か
き
、
体
の
表

面
の
熱
を
逃
し
て
冷
や
し
ま
す
。

　
漢
方
で
は
衛
気
（
え
き
）
と
い

う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
汗
の
出
入
り
を

調
節
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
こ

漢
方
で
夏
バ
テ
対
策

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
齢
者
に
な
る

と
不
足
し
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め

暑
い
と
き
に
汗
が
出
て
一
度
毛
穴

が
開
く
と
、
閉
じ
ら
れ
ず
ダ
ラ
ダ

ラ
と
汗
が
漏
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
汗
と
一
緒
に
気
が
漏
れ
だ
す

と
、
ま
す
ま
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
足

ら
な
く
な
り
、
こ
の
状
態
が
続
く

と
汗
の
材
料
も
不
足
し
ま
す
。
こ

う
な
る
と
汗
が
出
ず
、
体
温
も
下

げ
ら
れ
な
く
な
り
、
熱
中
症
な
ど

の
危
険
な
状
態
に
な
り
ま
す
。

　
漢
方
で
は
、
潤
い
を
与
え
る
と

同
時
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
っ
て

汗
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

を
考
え
ま
す
。
日
本
で
は
麦
味
参

顆
粒
（
ば
く
み
さ
ん
か
り
ゅ
う
）

と
い
う
薬
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。

川
崎
区
新
川
通
５
の
11
の
１
０
１

　 

０
４
４(

２
４
５)

９
２
８
８

Tel

                     

　
結
成
20
年
以
上
の
「
歌
の
会
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
（
こ
こ
ろ
）」。

　
簡
単
な
準
備
体
操
、
発
声
練
習

を
し
て
か
ら
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
大

平
美
樹
さ
ん
の
伴
奏
で
日
本
唱
歌

や
合
唱
曲
を
次
々
と
歌
っ
て
い
き

ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
60
代
以
上
の
女

性
が
中
心
。
途
中
、
講
師
の
今
泉

京
子
さ
ん
が
曲
の
背
景
を
説
明
す

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
知
っ
て
い
る
曲
を
楽
し
く　

　
　
　
　

  

歌
の
会
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｏ（
こ
こ
ろ
）

「美しい歌を歌い継いでい
きたい」と話す今泉さん

（左から２人目）

る
と
、
そ
こ
か
ら
話
が
弾
む
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　「
脳
梗
塞
で
ろ
れ
つ
が
回
ら
な

く
な
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
会
の
お

影
で
努
力
で
き
た
」「
の
ど
の
調

子
が
良
く
な
り
、
音
域
も
広
が
っ

た
」
と
皆
さ
ん
、
合
唱
の
良
さ
を

口
々
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
活
動
日
　
火
・
金
曜
日
の
午
前

中
（
月
２
回
／
１
回
約
１
時
間
）

　
場
所
　
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
練
習
室
（
Ｊ
Ｒ
川

崎
駅
西
口
直
結
）

　
入
会
金
＝
２
０
０
０
円
（
本
代

込
み
）、
月
謝
＝
２
６
６
６
円
　

　 
０
４
４
（
２
６
６
）
５
６
７
０

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
事
務
局
・
今
泉
さ
ん

Tel

学 び

                     

　

「
第
27
回
神
奈
川
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
フ
ェ
ア
in
川
崎
競
馬
場 

　 

秋
の
大
商
談
会
」
が
９
月
２
日

（
土
）・
３
日（
日
）川
崎
競
馬
場（
川

崎
区
富
士
見
１
）で
行
わ
れ
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
は
、
災
害

時
に
避
難
場
所
に
な
る
、
子
連
れ

で
も
気
兼
ね
な
く
遠
出
で
き
る
、

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
楽
し
め
る
な

ど
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

神
奈
川
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
フ
ェ
ア

　

  

９
月
２・３
日
に
川
崎
競
馬
場
で

幅広い年代の人が購入を検討
している（写真は前回の様子）

　
同
フ
ェ
ア
で
は
普
段
使
い
で
き

る
軽
キ
ャ
ン
パ
ー
か
ら
豪
華
装
備

の
北
米
・
欧
州
車
ま
で
約
１
２
０

台
が
集
結
。「
興
味
は
あ
る
が
実

際
に
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う

人
は
こ
の
機
会
に
乗
り
心
地
な
ど

を
体
感
し
て
は
い
か
が
で
す
か
？
　

　
車
中
泊
グ
ッ
ズ
や
ア
ウ
ト
ド
ア

製
品
の
特
別
販
売
、
子
ど
も
用
の

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
や
輪
投

げ
、巨
大
迷
路
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30

分
。
入
場
無
料
（
駐
車
料
金
は

５
０
０
円
／
回
）。
雨
天
決
行
。

　 

０
３
（
３
５
５
２
）
８
４
４
３

同
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
・
事
務
局
（
八

重
洲
出
版
内
）

Tel

イベント

                     

                     



                     

                     

                     



                     

                     

                     

ジ
ェ
ッ
ト
噴
射
装
置
付
き
の
歩
行

浴
な
ど
が
楽
し
め
る
白
湯
の
ほ
か

に
、
開
放
感
あ
ふ
れ
る
天
然
温
泉

の
露
天
風
呂
も
。
地
下
１
３
０
㍍

か
ら
く
み
上
げ
ら
れ
、
地
元
の

人
々
に
〝
塩
湯
〞
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
温
泉
浴
槽
の
横
に
は
露

天
の
水
風
呂
も
あ
り
ま
す
。

　「
露
天
風
呂
の
設
置
は
２
代
目

だ
っ
た
父
の
考
え
。
気
軽
に
温
泉

気
分
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
た
ら
」

　
バ
ス
停
・
四
谷
上
町
か
ら
徒
歩

約
２
分
の
「
日
の
出
お
ふ
ろ
セ

ン
タ
ー
」。
戦
前
、
日
本
橋
の
銭

湯
で
番
頭
を
し
て
い
た
初
代
が

１
９
５
７
年
ご
ろ
、
こ
の
地
で

「
日
の
出
湯
」
を
創
業
。
93
年
、

２
０
１
７
年
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

重
ね
、現
在
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。

　
座
浴
、
電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
浴
、

と
３
代
目
の
今
宮
祥よ

し

之ゆ
き

さ
ん
。

　
無
料
の
ス
チ
ー
ム
サ
ウ
ナ
も
あ

り
ま
す
が
、
男
性
は
追
加
６
４
０

円
を
支
払
う
と
、
高
温
の
ド
ラ
イ

サ
ウ
ナ
が
楽
し
め
る
「
大
師
サ
ウ

ナ
コ
ー
ス
」
が
利
用
可
能
。
遠
方

か
ら
も
サ
ウ
ナ
好
き
が
集
ま
っ
て

く
る
ほ
ど
の
人
気
コ
ー
ス
で
す
。

川
崎
区
昭
和
２
の
５
の
12

　 

０
４
４
（
２
８
８
）
７
７
１
３

　 

午
前
11
時
〜
午
後
11
時

　 

不
定
休
（
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
確
認
を
）

Tel休

座浴や歩行浴が楽しめる白湯

塩湯の露天風呂㊨の横には水風呂も

銭湯めぐり 日の出
おふろセンター

川崎区

か わ さ き

バス停・四谷上町から徒歩約２分
（駐車場はありません）

                     

　
普
段
、
皆
さ
ん
が
物
を
噛か

む
と

き
に
使
っ
て
い
る
「
歯
」
と
「
顎
」。

実
は
、
人
間
の
顎
は
独
特
の
動
き

を
し
て
い
ま
す
。

　
人
間
の
関
節
は
、
関
節
頭と

う

と
関

節
窩か

で
で
き
て
い
て
、
一
定
の
動

き
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
顎が

く

関
節
は
、
滑か

つ
ま
く膜
関
節
と
呼
ば
れ
る

特
殊
な
も
の
で
、
関
節
頭
が
関
節

窩
で
動
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
顎

が
左
右
、上
下
に
動
か
せ
る
の
は
、

こ
の
特
殊
性
の
た
め
で
す
。

　「
顎
関
節
症
」
は
現
代
病
の
一

つ
と
い
わ
れ
、
口
を
開
き
に
く
く

な
っ
た
り
、
開
閉
の
際
に
カ
ク
カ

ク
す
る
ク
リ
ッ
ク
音
が
生
じ
た
り

ま
す
。
重
度
に
な
る
と
、
口
が
ま

っ
た
く
開
か
な
く
な
る
開
口
障
害

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
顎
関
節
症
の
原
因
は
、
昔
は
噛

み
合
わ
せ
や
、
不
適
合
な
補ほ

綴て
つ

や

多
数
に
わ
た
る
歯
の
喪
失
な
ど
が

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
噛
み
合
わ
せ
と
ス
ト
レ
ス
な

ど
に
よ
る
心
的
な
症
状
が
複
合
的

な
因
子
と
な
り
、
発
症
の
原
因
に

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
疾
患
の
特
徴
と
し
て

重
症
化
す
る
の
は
ほ
と
ん
ど
女
性

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ホ
ル
モ
ン
が

関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
崎
区
砂
子
２
の
２
の
２

　 

０
４
４(

２
４
６)

２
５
３
２

Tel

顎
関
節
の
仕
組
み
に
つ
い
て

                     

　
川
崎
市
で
は
毎
月
１
〜
２
回
、

木
曜
日
に
「
呼
吸
器
健
康
相
談
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
先
着
７
人

ま
で
。
要
事
前
予
約
。

　「
息
を
す
る
と
、胸
が
ゼ
ー
ゼ
ー

９
月
７
日
、10
月
５
日「
呼
吸
器
の
無
料
健
康

相
談
」        

川
崎・横
浜
公
害
保
健
セ
ン
タ
ー

し
て
呼
吸
が
苦
し
い
」「
風
邪
で

も
な
い
の
に
せ
き
や
た
ん
が
長
引

く
」
な
ど
。
こ
う
し
た
川
崎
市
民

を
対
象
に
医
師
の
診
察
や
肺
年
齢

測
定
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
な

ど
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
９
月
７
日
（
木
）、

10
月
５
日
（
木
）
午
後
に
川
崎
・

横
浜
公
害
保
健
セ
ン
タ
ー
（
川
崎

区
日
進
町

）
で
開
催
し
ま
す
。

予
約
は
前
々
日
の
正
午
ま
で
。
電

話
な
ど
で
受
け
付
け
ま
す
。
　

　 

０
４
４(

２
１
１)

０
３
１
１

川
崎
・
横
浜
公
害
保
健
セ
ン
タ
ー

　 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
土
・
日

曜
、
祝
日
を
除
く
）

   

０
４
４(

２
１
１)

０
３
１
２

Tel

暮らし

Fax

東海道線・京浜東北線

京浜急行線

浜
川
崎
線

市
役
所
通
り

新
川
通
り

小川本町通り

銀柳街

国道 1 5 号（第一京浜）

JR川崎

八丁畷 京急川崎

バス停
川崎小学校前
バス停
川崎小学校前

川崎警察署川崎警察署

川崎・横浜
公害保健センター

公園
バス利用の場合

川崎駅より
川28系統　京町循環
「川崎小学校前」下車

文

ヨドバシカメラヨドバシカメラ

ルフロンルフロン太田総合病院太田総合病院

トヨタカローラトヨタカローラ

チネチッタチネチッタ

                     

　
障
害
者
の
就
労
支
援
に
取
り
組

む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ミ
フ
ル
（
川
崎

区
）
が
８
月
８
日
、
食
品
を
配
布

す
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
日
に
合
わ

せ
、
教
安
寺
の
境
内
で
流
し
そ
う

め
ん
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
教
安
寺
の
野
呂
幸
裕
住
職
と
エ

ミ
フ
ル
の
千
葉
裕
明
代
表
が
近
隣

の
子
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
発
案
し
た
夏
休
み
の
特
別
企
画

で
す
。
約
８
㍍
の
ス
ラ
イ
ダ
ー
に

お
寺
の
境
内
で〝
流
し
そ
う
め
ん
〟

教
安
寺
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ミ
フ
ル

流しそうめんに舌鼓

そ
う
め
ん
や
缶
詰
の
ミ
カ
ン
が
流

さ
れ
、
小
学
生
ら
が
舌
鼓
を
打
ち

ま
し
た
。
そ
う
め
ん
は
教
安
寺
が

用
意
。「
仏
さ
ま
に
上
げ
た
物
を

み
ん
な
で
分
け
合
い
、
和
や
か
な

顔
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
野
呂

住
職
。
小
学
生
た
ち
は
「
お
い
し

か
っ
た
。
そ
う
め
ん
が
早
く
流
れ

て
な
か
な
か
取
れ
な
い
と
こ
ろ
が

面
白
か
っ
た
。
ミ
カ
ン
も
う
れ
し

か
っ
た
」
と
笑
顔
で
し
た
。

　
教
安
寺
・
エ
ミ
フ
ル
は
今
年
か

ら
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
拠
点
に
な
っ

て
お
り
、
食
品
を
配
布
す
る
の
は

５
回
目
。食
品
の
仕
分
け
作
業
は
、

障
害
者
の
就
労
支
援
の
一
環
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ニュース

                     

　
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
感
性
で

描
く
ケ
ー
キ
の
イ
ラ
ス
ト
を
募

り
、
入
賞
者
へ
本
物
の
ケ
ー
キ
に

し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
第
５
回

キ
ッ
ズ
ケ
ー
キ
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

表
彰
式
が
８
月
５
、
６
日
に
川
崎

日
航
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
５
月

日
か
ら
７
月
９
日
ま

入
賞
者
に
本
物
の
ケ
ー
キ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　 

川
崎
日
航
ホ
テ
ル
で
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

表彰式に参加した小学生の部受賞者ら

で
「
電
車
」
を
テ
ー
マ
に
楽
し
か

っ
た
思
い
出
や
行
っ
て
み
た
い

場
所
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
を
募
集
。

３
８
２
通
の
応
募
の
中
か
ら
幼
稚

園
児
の
部
５
人
、
小
学
生
の
部
５

人
の
作
品
が
選
ば
れ
、
イ
ラ
ス
ト

を
元
に
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
シ
ェ
フ

パ
テ
ィ
シ
エ
の
馬
場
園
安
秀
さ
ん

ら
が
作
っ
た
ケ
ー
キ
な
ど
が
入
賞

者
た
ち
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
学
生
の
部
で
昨
年
に
続
き
入

賞
を
し
た
竹
山
菜
乃
佳
さ
ん
は
、

「
幼
稚
園
の
時
か
ら
ず
っ
と
応
募

し
て
い
る
。
昨
年
入
賞
し
た
の
で

今
年
は
ダ
メ
か
と
思
っ
て
い
た

が
、
連
絡
が
来
て
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ニュース

                     

　
川
崎
市
で
は
、
高
齢
者
に
向
け
た

銭
湯
で
の
各
種
入
浴
事
業
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

★
【
敬
老
入
浴
デ
ー
】

　

歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
川
崎

浴
場
組
合
連
合
会
に
加
盟
す
る
32
の

銭
湯
で
毎
週
木
曜
、
市
が
発
行
す
る

「
か
わ
さ
き
福
寿
手
帳
」
を
持
参
す

る
と
、
入
浴
料
金
が
半
額
（
２
５
０

円
）
に
な
り
ま
す
。

★
【
敬
老
の
日
入
浴
デ
ー
】

　
毎
年
９
月
の
老
人
週
間
の
う
ち
３

日
間
（
今
年
は

・

・
20
日
）、

市
政
だ
よ
り
９
月
号
に
掲
載
の
「
敬

老
入
浴
券
」
と
、
か
わ
さ
き
福
寿
手

帳
を
浴
場
に
提
示
す
る
と
、
１
回
無

料
で
入
浴
で
き
ま
す
。

★
【
せ
ん
と
う
健
康
長
寿
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
】

　
銭
湯
を
活
用
し
た
、
健
康
づ
く
り

に
役
立
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
椅
子
に
座

っ
て
行
う
簡
単
な
体
操
、
食
事
に
関

す
る
ミ
ニ
講
座
な
ど
を
行
い
ま
す
。

参
加
無
料
。
上
半
期
と
下
半
期
の
年

２
回
開
催
し
、
本
年
度
下
半
期
は


月
～
来
年
３
月
の
木
曜
（
全
６
回
）、

左
記
の
銭
湯
で
行
わ
れ
ま
す
。

▽
バ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
（
高
津
区
）

＝
第
１
木
曜

▽
越
乃
湯
（
幸
区
）
＝
第
２
木
曜

▽
吉
野
湯
（
川
崎
区
）
＝
第
３
木
曜

▽
平
和
湯
（
川
崎
区
）
＝
第
４
木
曜

　
定
員
は

人
程
度
。
申
し
込
み
は

各
実
施
銭
湯
へ
。
市
内
銭
湯
の
検
索

は
川
崎
浴
場
組
合
連
合
会
Ｈ
Ｐ
（
右

上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
）
で
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
か
わ
さ
き
福
寿
手
帳
は
、
市
内
在

住
の
人
に
、

歳
の
誕
生
月
末
ま
で

に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
各
区
役
所
な
ど

で
再
発
行
が
可
能
で
す
。

椅子に座って簡単な体操などを行う
「せんとう健康長寿応援プログラム」

９
月
18・19・20
日「
敬
老
の
日
入
浴
デ
ー
」

福
寿
手
帳
な
ど
持
参
で
銭
湯
入
浴
１
回
無
料

暮らし

　 

０
４
４(

２
２
２)

４
２
３
８

川
崎
浴
場
組
合
連
合
会
事
務
局

Tel



                     

                     

                     

介
護
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
…

【
社
会
福
祉
法
人 

馬
島
福
祉
会
】

川
崎
区
日
ノ
出
２
の
７
の
１

介
護
老
人
福
祉
施
設
「
大
師
の
里
」
内

☎
０
４
４
（
２
８
０
）
０
７
１
７

　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
「
縁

ゆ
か
り

居
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
」（
川
崎
区
中
島
３
の
19
の
７
）
の

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
近
藤

真
二
で
す
。
私
ど
も
の
事
業
所
は
、
自
宅
で
生

活
を
し
な
が
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い

と
考
え
る
高
齢
者
の
窓
口
の
一
つ
で
す
。

　
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
多
様

化
し
、
複
雑
で

分
か
り
に
く
い

仕
組
み
に
な
っ

て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
社
会

保
険
の
た
め
、

手
続
き
や
必
要

な
書
類
を
用
意
し
な
い
と
保
険
給
付
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
利
用
者
さ
ま
に
で
き

る
限
り
丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
説
明
を
す
る
よ

う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
介
護
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ
て
い
る
場
合

は
、
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
相
談
し
て
み

る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
利
用
者
さ
ま
の
心

身
状
況
や
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
希
望
に
応
じ

て
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
一
緒
に
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
近
年
は
感
染
症
や
非
常
災
害
に
対
す
る
備
え

な
ど
、
地
域
に
お
い
て
も
求
め
ら
れ
る
役
割
や

責
任
が
増
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
同
じ
法
人
で

働
く
仲
間
と
と
も
に
、
一
歩
ず
つ
実
践
し
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

近
藤
真
二
さ
ん

                     

昭２・１１・２０・２９・３８・４７・５６平２・１１・２０・２９

執着を外す時。誰かの世話を焼く
のはやめてね。大きなお世話になる

一白
水星

大１１昭６・１５・２４・３３・４２・５１・６0平６・１５・２４令３

不調和の時。自分からは強引に動か
ない。片目つぶって心静かな日常を

六白
金星

大１２昭７・１６・２５・３４・４３・５２・６１平７・１６・２５ 令４

能力を高める時。無駄なことしない。
先頭切って最先端を生きなきゃね

五黄
土星

人が集まってくる時。実力に合った
挑戦なら問題なし。ありのままが吉

二黒
土星
昭元・１０・１９・２８・３７・４６・５５平元・１０・１９・２８

気力湧かない時。やることはサッサ
とやる。後回しにしてると運逃がす

七赤
金星
大１０昭５・１４・２３・３２・４１・５０・５９平５・１４・２３令２

しっぺ返し食らいやすい時。はしゃぎ
過ぎない。喜びの表現は控えめに

三碧
木星
大１４昭９・１８・２７・３６・４５・５４・６３平９・１８・２７

積極的に人と関わる時。今、接点を
変えれれば違った世界が見えてくる

八白
土星
大９昭４・１３・２２・３１・４０・４９・５８平４・１３・２２・３１（令元年）

行き違いに悩む時。周りから誤解受
けやすい。殻をまとわずにいれば良

四緑
木星
大１３昭８・１７・２６・３５・４４・５３・６２平８・１７・２６令５

行きつ戻りつの時。失敗の中で学び
を得る。プロセスの繰り返しも学び

九紫
火星
大８昭３・１２・２１・３０・３９・４８・５７平３・１２・２１・３０

九星易占い
鑑定士 文月紫里羅 070（1391）8777

８月25日～31日
次回 9月1日付

                     

　

侍
ジ
ャ
パ
ン
の
メ
ン
バ
ー
で
、
東
京
ヤ
ク
ル

ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の
村
上
宗
隆
選
手
と
同
じ
名
前

の
寺
、
と
い
う
こ
と
で
話
題
に
。
神
宮
球
場
で

ヤ
ク
ル
ト
の
試
合
が
あ
る
時
は
、
全
国
か
ら
フ

ァ
ン
が
訪
れ
ま
す
。

　
日
蓮
宗
の
寺
院
で
す
が
、
か
つ
て
は
天
台

宗
「

本

立

寺

」

で

し

た
。
明
応
５

（
１
４
９
６
）

年

１

月

７

日
、
地
頭
の

階
方
新
左
衛

門
宗
隆
と
本

立
寺
住
職
の

興
林
が
同
じ

夢
を
見
る
体

御
朱
印
だ
よ
り

興
林
山
宗
隆
寺

宗隆寺山門

【住所】  高津区溝口２の29の１
【電話】  ０４４（８１１）３３６６
【受付時間】 午前９時～11時　書き置きのみ
　　　 午前11時～午後１時　受付停止
　　　 午後１時～４時 記帳と書き置き両方
【初穂料】 ３００円から

右
が
書
き
置
き
、
左
が
記
帳
の
御
朱
印

験
を
し
、共
に
池
上
本
門
寺
（
日
蓮
宗
大
本
山
）

を
詣
で
た
こ
と
か
ら
、
興
林
が
改
宗
。
寺
号
を

興
林
山
と
改
め
、
本
門
寺
貫
首
日
調
上
人
の
弟

子
と
な
り
ま
し
た
。

　
書
き
置
き
の
御
朱
印
は
「
現
大
神
力
」、
記

帳
は
「
妙
法
」。
ど
ち
ら
も
お
経
に
出
て
く
る

言
葉
で
す
。
真
ん
中
に
大
き
く
力
強
く
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　〝
五
重
塔
を
模
し
た
万ま

ん

灯ど
う

〞
を
表
し
た
赤
の

ス
タ
ン
プ
（
朱
印
）
が
華
や
か
で
す
。

                     

                     



                     

                     

                     



                     

                     

                     

三日月の形でずっしり

　
店
主
の
石
渡
修
さ
ん
が
、
製
造

か
ら
販
売
ま
で
全
て
一
人
で
手
掛

け
て
い
ま
す
。
常
時
30
〜
40
種
類

ほ
ど
並
び
、
総
菜
パ
ン
の
多
く
は

一
回
り
大
き

い
サ
イ
ズ
。

男
性
の
お
客

さ
ん
も
多
い

そ
う
で
す
。

　「
ゴ
ル
ゴ

ン
ゾ
ー
ラ
と
は
ち
み
つ
」（
４
２
０

円
）
は
、
く
る
み
が
入
っ
た
ラ
イ

麦
パ
ン
生
地
に
ゴ
ル
ゴ
ン
ゾ
ー
ラ

（
ブ
ル
ー
チ
ー
ズ
）
を
包
み
、
発

酵
後
に
焼
き
上
げ
。
仕
上
げ
に
は

ち
み
つ
を
塗
っ
て
い
ま
す
。
塩
味

と
ま
ろ
や
か
な
甘
み
が
ち
ょ
う
ど

い
い
バ
ラ
ン
ス
。
し
っ
か
り
と
し

た
歯
ご
た
え
の
ハ
ー
ド
系
パ
ン
な

の
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。

　
一
日
お
き
に
登
場
す
る
レ
ー
ズ

ン
パ
ン（
４
６
０
円
）や
豆
乳
パ
ン

（
３
３
０
円
）な
ど
毎
日
通
っ
て
も

違
う
味
に
出
合
え
る
楽
し
み
も
。

【住所】 川崎区川中島１の13 の６
　　　　サトウハイツ１階
【電話】 ０４４（２２３）８５８０
【営業時間】 午前９時～午後６時
【定休日】 日・月２回（不定期）月曜

パン工房 麦びより

総菜パンや
ハード系パンが中心

ゴルゴンゾーラとはちみつ
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１
９
４
９
年
か
ら
堀
口
は
明
治

大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
１
９
５
５

年
に
同
校
和
泉
体
育
館
を
設
計
。

以
来
、
多
く
の
校
舎
を
手
が
け
ま

し
た
。
写
真
は
現
存
す
る
数
少
な

い
堀
口
が
設
計
し
た
校
舎
で
す
。

　
２
号
館
は
階
段
教
室
の
傾
斜
に

合
わ
せ
た
緩
や
か
な
ス
ロ
ー
プ
の

外
廊
下
が
特
徴
的
。
教
室
を
出
て

す
ぐ
の
場
所
は
広
々
と
し
た
半
外

部
空
間
で
、
学
生
が
自
由
に
過
ご

せ
る
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
屋
上
の
軒
や
、
校
舎
と
校
舎
を

つ
な
ぐ
外
廊
下
か
ら
は
数
寄
屋
造

り
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
４
号
館
の
、
自
然
光
を
採
り

入
れ
る
天
窓
の
下
は
製
図
室
。
こ

こ
か
ら
日
本
を
代
表
す
る
建
築
家

が
生
ま
れ
そ
う
で
す
ね
。

多摩区東三田１の１の１
竣工　1964～1965年
設計 堀口捨己（1895～1984）

明治大学生田キャンパス
第２校舎の２号館・４号館

取
材
協
力
　
山
名
善
之（
東
京
理
科
大
建
築
学
科
教
授
）

外廊下が特徴的な２号館

２号館と４号館をつなぐ廊
下。校舎の屋上には天窓が

教室を出てすぐの半外部空間

                     

                     



                     

                     

                     

                     


